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* 東京天文台クラブ新聞「プラターヌ」22 号（昭和 41 年 6 月号） 

昭和 41 年(1966 年)4 月、筆者が岡山天体物理観測所から東京天文台恒星分類部に転勤し

た年月である。その頃、東京天文台には親睦機関として「東京天文台クラブ」というもの

があった。その機関紙としてガリ版刷りの「プラターヌ」という新聞が発行されていた。

現在の国立天文台では「国立天文台ニュース」という公のニュースが発行され、新入職員

などの紹介もあるが、当時は「プラターヌ」がその役割をしていた。表記の「プラターヌ

22 号」は昭和 41 年 6 月発行でその 4 月 1 日付けで転勤した人、退職した人、入台した人、

転勤でやってきた人などの紹介記事が載っている。 

筆者は既に 66 歳、東京に転勤してきたのは 23 歳であった。42 年も昔のことである。こ

の数字、勘定があっていない、8月に誕生日を迎えたからである。この新聞では筆者は分光

部に転入したことになっている。昭和 41 年 4 月に元台長大沢先生の講座「恒星分類」が新

設されたが、大沢清輝、末元善三郎、斉藤国治 3教授の部はそれまで分光部といっていた。

そこでその 4 月から分光部は恒星分光部、恒星分類部の 2 つになったのである。恒星分類

部長は大沢先生、恒星分光部長は斎藤先生であった。末元先生は畑中先生の死去に伴い東

大天文学教室に移っていた。斎藤先生は日食観測を専門にやられていた太陽の専門家であ

ったから「恒星分光」とは奇妙であった。東京天文台には太陽を専門に研究する太陽物理

部があったのである。しかし、考えてみれば太陽は一番近い恒星だ、不思議でもなんでも

ない。この 4 月には、6 人が天文台を去り、16 人が天文台に入っている。今では考えられ

ない出入りである。定年延長があったこともあり、筆者の同期の桜が現在でも 4 人在籍し

ている。西野洋平、宮下暁彦、中桐正夫、宮下正邦である。新入台員の紹介はクラブの委

員がインタビューして書いているから、その表題がなかなか面白い。「バス停のツル」（飛

田恭子）、「蝶を集めて何百種」（宮下暁彦）、「等身大の吉永小百合」（中桐正夫）、

「歌謡少年」(宮下正邦)、「声はすれども」（園田和子）といった具合である。「声はす

れども」の人は交換手で採用された人である。今時の御仁には想像できないだろうが、そ

の頃の電話は交換手が繋いでいた。筆者のいた岡山天体物観測所から三鷹の東京天文台に

電話をかけるには交換手に申し込んで 2時間もかかってやっと繋がっていた時代である。 

この｢プラターヌ｣の記事を見ると世相もうかがえる、天文台の中の「靴屋」さんの広告

がある、クラブはお金に困った人に貸し出す「貸出金庫」をもっていた、野球部の活躍と

共に新しいキャッチャーとして筆者が紹介されている。乗鞍コロナ観測所からは「コロナ

だより」が寄せられている。クラブでは全台的な行事もやっていて、夏のキャンプの案内

も載っている。40 年以上前の天文台を知る新聞である。全号揃うとこれもいいアーカイブ

データであるが、筆者の元には 20 号しかない。図 1、図 2に 22 号を紹介する。 



 

              図 1 「プラターヌ」22 号 1面 

 東京天文台クラブは、組合につぶされた。組合の福利厚生活動と重複しているので組合



活動を活性化するために、クラブ活動は組合の青年部に吸収しようとしたのであった。 

 

             図 2 「プラターヌ」22 号 2面 



 さらに書くならば、天文台のなかに散髪屋さんもあった。理髪店が休日の月曜日に天文

台で店を開いてくれていたのである。大工さんもいた。塔望遠鏡（タワーと呼んでいた、

なぜか今の人はアインシュタイン塔と呼ぶ）のツアイスの配電盤のヒューズが手に入らな

いので、筆者が配電盤を作り直したとき、大理石の配電盤を細工のしやすい木製に変えた

際、天文台の中にいた大工さんに頼んだ。 

 親睦団体であった「東京天文台クラブ」は全台員がメンバーであった、組合の青年部が

その役割を負うようになってから、その性格はすっかり変わってしまった。親睦を深めよ

うという雰囲気も失われていったのであろう。 


